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（参考）英国の配電レベル取引プラットフォーム事例①

第10回ERAB検討会（2019.10.4）
資料８（三菱総合研究所提出資料）より抜粋

資源エネルギー庁 令和2年10月16日
第7回持続可能な電力システム

構築小委員会 資料2-2
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（参考）英国の配電レベル取引プラットフォーム事例②
第10回ERAB検討会（2019.10.4）
資料８（三菱総合研究所提出資料）より抜粋

資源エネルギー庁 令和2年10月16日
第7回持続可能な電力システム

構築小委員会 資料2-2



（参考）ノンファーム型接続の適用対象の検討
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 ノンファーム型接続は、本来、送電線を増強しなければ接続できない、空き容量の無い送電
線について、混雑時の出力制御を条件に接続を許容することにより、あらゆる発電設備の早
期接続を可能とするものである。

 したがって、再エネの導入促進の観点からは、全国展開に際して適用対象の送電線を限定
せず、ローカル系統を含め、すべての送電線にノンファーム型接続を認めることも考えられる。

他方、全国展開の対象をローカル系統まで広げた場合、制御対象となる送電線の数が多く
なり、混雑管理・出力制御に対応したシステムの導入費用が高くなるなどの課題があり、展
開のあり方について整理が必要である。

 このため、まずは空き容量の無い基幹送電線を対象とすることとしつつ、ローカル系統への
展開の在り方については、引き続き検討を行っていくこととしてはどうか。

出所：再生可能エネルギー大量導入・次世代ネットワーク小委
員会（第20回）／再生可能エネルギー主力電源化制度改革
小委員会（第8回）合同会議（2020.10.9） 資料２より

資源エネルギー庁 令和2年10月16日
第7回持続可能な電力システム

構築小委員会 資料2-2
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（参考）ローカル系統でのノンファーム型接続についての御意見

＜10/9 第20回 再生可能エネルギー大量導入・次世代ネットワーク小委員会
第8回 再生可能エネルギー主力電源化制度改革小委員会 合同会議＞

（委員）
 ローカル系統も含めてできるところがあれば進めていくべき。
 基幹送電線の混雑で認めると理解。やむを得ないと思うが、ローカルについても期待は高い。合理的だと

思うが、期待が大きいことは十分認識してもらいたい。
 ノンファーム接続の全国展開について、全国一律で始めることからローカルは見送るということだが、できる

／チャレンジできるエリアは妨げないという整理にできないか検討してほしい。難しいことをやらなければなら
ないが、先行してやりたいところが努力できる、やったところはそれなりの支援をするとできれば良い。

 ノンファーム接続の全国展開は基幹送電線を中心にするにしても、ローカルでもできるようにして欲しい。

（オブザーバー）
 可能なところはローカルでも着手してもらえれば良い。
 ローカル系統につきまして、地点が集中していることもあり、6万V・15万V多くの箇所で空きがなくなり待っ

てもらっている状態。NEDO実証試験の準備が整い次第、ノンファーム型接続を適用していただき、進め
させていただきたい。

資源エネルギー庁 令和2年10月16日
第7回持続可能な電力システム

構築小委員会 資料2-2



18出所：２０２０年度再生可能エネルギーの大量導入に向けた次世代電力ネットワーク安定化技術開発事業に係る公募説明会(新エネルギー・産業技術総合開発機構)
https://www.nedo.go.jp/content/100905935.pdf

（参考）NEDOのDER活用FS事例 資源エネルギー庁 令和2年10月16日
第7回持続可能な電力システム

構築小委員会 資料2-2
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 供給安定性・レジリエンス向上、電力システムの効率化、再エネ等の分散電源の導入
促進、地域サービスの向上等、配電事業に期待される効果は様々あるところ、いずれも
事業者のイノベーションを伴う。

 このため、先進事例等の共有・連携等を図るため、配電事業等の取組を積極的に検
討する事業者等が集まり、知見等を集約する場を設けることとしてはどうか。

 また、ここで得られた知見を「分散システム導入プラン（仮称）」にも盛り込んでいくことと
してはどうか。

分散型グリッドの事業環境整備
【論点②】配電事業等の分散型グリッドの導入により期待される効果と、その導入促進のための事業環境整備の在り方 資源エネルギー庁 令和2年10月16日

第7回持続可能な電力システム
構築小委員会 資料2-2


